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全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
「
人
命
尊
重
」
と
い

う
崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、

広
く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
一
度

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年
で
九
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

こ
の
間
、
全
国
で
は
、
労
使
が
協
調
し
た
労
働
災
害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
、
長
期

的
に
は
、
労
働
災
害
は
減
少
し
、
平
成
二
十
八
年
の
死
亡
者
数
は
二
年
連
続
し
て
千
人

を
下
回
り
ま
し
た
。 

岩
手
県
内
に
お
い
て
は
、
労
働
災
害
に
よ
る
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
平
成

二
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
六
年
ま
で
五
年
連
続
で
増
加
し
、そ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
、

平
成
二
十
八
年
は
連
続
し
て
減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
第
十
二
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
最
終
年
で
あ
る
本
年
は
、
全
国
的
に
は
休

業
四
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
前
年
よ
り
増
加
し
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
も
平
成
二
十
八

年
十
一
月
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
ま
で
四
か
月
連
続
で
前
年
同
月
を
上
回
っ
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
は
、
基
本
的
な
安
全
管
理
の
取
組
が
労
働
者
に

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
三
次
産
業
に
お
い
て
は
、
多
店
舗
展
開
企
業
等
の
傘
下

の
店
舗
等
に
安
全
担
当
者
が
お
ら
ず
、
安
全
活
動
が
低
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
更
な
る
労
働
災
害
の
減
少
を
図
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

平
成
二
十
九
年
度
の
全
国
安
全
週
間
は
、 
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未
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安
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を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
展
開
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
全
国
安
全
週
間
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
改
め
て
労
働
災
害
防

止
の
重
要
性
を
認
識
し
、
労
働
災
害
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
転
倒
災
害
の
防
止
対
策

の
取
組
（
定
着
）
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、
安
全
活
動
の
着
実
な
実
行
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
の
産
業
界
の
安
全
水
準
が
さ
ら
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
岩
手
県
の
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
着
実
な
復
興
が
進
む
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 
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